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m（∬，封，ま）＝P［ズ（り＝∬，y（f）＝y】；  

頼，γ，り＝ ∑：m（∬，y，f）仇y・  
（ェ，甘）∈5〟  

となる。   

企業乞を除いた市場に対しても同様にズ豆（り，℃（り，  

β叫（り，聖t（壬），m宜（∬，y，f），ゆ豆（叫γ，りを導入することが  
できる0今、好（壬）を（耽（ま）＝f＝0，1，…）の状態確率  
ベクトルとすると、これは、  

空㌻（り＝如鮎p豆1鮎pi2（榔  

pゎ（り＝P［凡（り＝丑0≦J≦2・  

と書くことができ、対応する2変数確率母関数は以下  

のように定義される。  

P亘（叫γ，り＝p沌（f）＋釣1（り視＋釣2（り肌  

いま、（凡（り＝f＝0，1，2，…）はf時点における推移  

確率行列望。（りによって決まる時間的に一様でないマー  

ジナル過程であると仮定する。0時点では企業は全く  
市場に参入していないと仮定すると、すべてのj∈〟  

に対して  

空㌻（0）＝【川0】；  

mJ（∬，y，0）＝∂（。＝y＝0）br（∬，y）∈ざ財＼（汁  

が成り立つ0すべてのJ∈〟に対して好（壬）および  

堅メ（t）が既知であるとすると、些豆（t）は  

0 序論  

本研究では市場の状態が企業の数によって表現で  

きると仮定し、その上で個々の企業行動を定式化する  

ことで市場の誕生から衰退までのライフサイクルを表  

現した。具体的にはまず、個々の企業行動を時間的に  

一様でないマージナル過程として定式化した。これを  

2変数確率母関数を用いて集計し、f時点で市場に存在  

する企業と、それまでに退出してしまった企業の結合  

分布を求めた。  

皿 モデル  

ここでは、次のような3つの状態を考え、一度退  

出してしまった企業は再び市場に参入できないと仮定  

する。  

当該企業はまだ市場に参入していない。  

当該企業は市場に参入している。  

当該企業は市場から退出してしまった。  〈…  

〟＝（1，…，Ⅳ）を全企業の集合とし、時間的に一様で  

ないマージナル過程（鞘（り‥t＝0，1，2，…）を用いて壬  

時点における企業乞の状態を表現する。そして確率過程  

（ズ（り‥壬＝0，1，2，…）および（y（t）：t＝0，1，2，…）  

を次のように定義する。   

ズ（り＝∑∂（Ⅳi（t）＝1）；y（り＝∑∂（榊）＝2†・  

i∈∧「 豆∈〟  

すると、（（ズ（坊y（壬））：f＝0，1，2，‥・）に対応する状  

態空間は  

β〃＝（（∬，y）：0≦諾＋y≦Ⅳ，∬，y∈（0）∪〟）・   

となり、対応する状態確率および2変数確率母関数は  

それぞれ、  

聖（り＝［m（∬，y，f）］（。，γ）∈5財；  

1－α豆（り α乞（t） 0   

0  β豆（t）1－β豆（t）  

0  0  1  

些j（り  

Ⅷんeγeα五（り ＝ ∑ m豆（鞘扉魅伸Ⅶ）；  

（∬，封）∈5〃＼（り  

β豆（ま）＝ ∑ m豆（∬－1，y，廟（車用）；  
（ェ，y）∈阜M＼（り  
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3 数値計算  

ここでは数値実験のためⅣ企業を3つの集合、  

すなわち、RT（Risk－Taking）企業の集合、RN（Risk－  

Neutral）企業の集合、そしてRA（Risk－Aversive）企業  

の集合に分割する。簡略化のため同じ企業集合に属す  

る企業はすべて共通の戦略を持っているものとし、そ  

れは頭伸用）およびq五（串用）に反映されているもの  

とする。このとき、∬とyのみに依存するモデルを考  

え、市場に参入している企業数の期待値呵才（用のグ  

ラフを描いた。  

ハ（小．Jバ   

＝P［弼（け1）＝11凡（f）＝0，ズ（り＝諾，y（f）＝y］；  

両申・．小   

＝P［凡（壬＋1）＝11弼（t）＝1，ズ（土）＝∬，y（り＝y］  

となる0些壱（t）を用いると、好（け1）は  

空㌻（け1）＝空㌻（り些i（り  

となり、さらに星（f）＝n乞＝嶋（t）を用いると、  

2㌻（け1）＝空㌻（0）星（t）  

となる。こうして、好（H」），P豆（叫γ，什1），ゆ宜（叫町什1）  

を求めることができる。  

ノへ  

＼ 
＼  

つ ち へ q 予 や や や や 0 や や ¢ や   

2・市場参入・退出のスペクトル分析   

いま、0≦α，β≦1に対して、  

α  ′ ハ、 1－β  
タ（α，β）＝  J（α，β）＝  

α＋β－1’ 
J＼－～’√′ノ  

α＋β－1  

と定義し、次のようにして重1、重2（α，β）およびも（α，β）  
を導入する。  

重1＝些1里㌻，ち（α，β）＝匙2（α，伽ぎ，  

も（α，β）＝些3尋（α，β）；  

ぴんeγe旦丁＝［111】，里㌻＝［001】；  

些ぎ（α，β）＝【J（α，β）10】，里ぎ＝［01－1］；  

或＝［100］，鱈＝［1－J（α，β）タ（α，β）】・  

このとき次の定理が成り立つ。   

Theorem2．1   

七   

島（り ＝重1＋nβ豆（た）重2（α泄），鋸0））  
た＝0  

壬  

＋H（1－α五（た））も（α盲動β㈹）  

た＝0  

＋C（土）些3型ぎ  

ここで、  

モー1  

C（t）＝ β五（りC（ト1）＋n（1－α宣（た）摘（り  

た＝0  

×（Jト五（り，β宜（f））－Jト宜（才一1），β宜（f－1）））・  

壬＝1，2，…，C（0）＝0であるとする。  

（RT，RN，RA）＝（30，40，30）のときの呵才（f）1のグラフ  

縦軸：企業数 横軸：時間   

グラフからライフサイクルにおける導入期、成長期、安  

定期、衰退期の4つの周期におけるRT、RN、RAの  

特徴を見ることができる。RTは導入期に市場に参入す  

ることで市場形成の引き金となり、RNやRAが市場  

に参入するきっかけを作る。RNは成長期及び安定期  

に市場を安定させるという重要な役割を果たすが、一  

方で市場衰退の要因を生み出す。RAもRNと同様に  

安定期に市場を安定させるが、市場がある一定の規模  

に達しないと参入しない。  

4 結論  

各企業は単独で戦略を決定しているわけだが、そ  

れらが合わさったとき、市場全体の挙動はそれぞれの  

挙動の単純な総和ではなく、それらの相互作用の中か  

ら導き出されるのである。各企業集合がそれぞれの役  

割を果たすことで、市場全体のライフサイクルが形成  

されるのである。  
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